
○セル苗を３月に定植。生育は欠株も少なく順調である。今後は定植後の生育を調査し
て、ポット苗定植の有用性を評価する。

○機能性成分について、本品種のタンニン含量は従来品種と比較して同程度であった。
今後、メチル化カテキンについても調査を行い、機能性に着目した商品化の可能性を
検討する。

○抹茶、かぶせ茶、紅茶に加工した際、香味が優れており、実需者からの評価は高い。

○抹茶を利用した菓子類としてバームクーヘンを試作。既製品の煎茶粉末入りのものと
比較を行ったところ、色合い、食味ともに優れており、評価が高い。

○「やまとみどり」は生産者、販売・加工業者でも関心が高く、奈良県産茶をアピールす
る商材として有望である。「やまとみどり」でのコンソーシアム候補形成にむけ、産地・
実需者の掘起しとマッチング活動を引き続き行う。

【検討会の開催】
○実証展示圃設置のための検討会を実施（自販志向生産農家１戸）。
○抹茶を利用した商品試作のための事前検討会を実施（カフェ、菓子製造業者計３件）。

○試作商品（かぶせ茶、抹茶入り菓子）の評価検討会を実施。

【品種・技術の特性把握】
○初期生育の改善を目的としたセル苗定植による実証圃の設置、調査。
○既栽培圃場にて時期別、栽培様式別の成分含量を調査。
○かぶせ茶、煎茶、ウーロン茶、紅茶、抹茶、抹茶を用いた菓子類を試作。

【産地・実需者の発掘調査とマッチング活動】
○県内外実需者（消費者含む）に対して、本品種の意向調査と試作品の提示。

『 奈良県が過去唯一育成した品種「やまとみどり」の再評価 』

【全体概要】本品種は、煎茶としての品質が良好で、カテキンなどの機能性成分が煎茶用品種としては多い。また、奈良を連想させ
る品種名であるとともに栽培面積が非常に少ないために稀少価値がある。このことから自販志向生産者が興味を示している。しか
し、定植初期の生育が非常に悪いことが大きな問題となる。そこで、セル苗定植による初期生育の改善を図るとともに、現在植栽
されている「やまとみどり」を用い、その特長である煎茶品質の良さや機能性成分を利用した商品開発を図る。

産地ブランド発掘事業
取組概要
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奈良県育成品種「やまとみどり」について

○奈良県農試・茶業分場が奈良県在来種の実生から選
抜。茶農林１０号、昭和２８年種苗登録。

○極晩生で樹姿直立、樹勢中、葉は濃緑色、耐寒特に強
く、収量は中程度。

○製品の外観は濃緑で香気比較的高く、滋味濃厚であり
、天然玉露と言われる場合もある。

○極晩生であることから、晩霜害の常襲地帯を中心に植
栽されたが、その生産性の低さから現在の植栽面積率
は１％にも満たない。

○本品種を栽培している数少ない生産者は自販志向で
はないため、本品種の単品販売はほぼ無い。

○煎茶用品種としては、カテキンなどの機能性成分も多
いため、それを利用した商品開発などが考えられる。

新品種・新技術等の概要 コンソーシアム候補の体制図
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主な取組内容

課題と今後の対応

やまとみどり かぶせ茶の収穫

一番茶のカテキン含量について
（日本食品科学工学会誌.2001;48(1):64.）


